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我
々
は
筑
中
最
後
の　

回
生
、

１８

高
校
最
初
の
１
回
生
で
、
回
生
別

同
窓
会
名
を
「
道
祖
会
」
と
い
う
。

　

我
々
は
中
学
・
高
校
時
代
を
塩

原
の
校
舎
で
過
ご
し
、
道
祖
神
社

と
隣
接
し
、
戦
後
の
食
糧
難
時
代

奥
飛
騨
の
旅
で
旧
交
温
め
る

喜
寿
過
ぎ
元
気「
道
祖
会

喜
寿
過
ぎ
元
気「
道
祖
会
」」

に
は
神
社
の
鯉
で
飢
え
を
し

の
い
だ
事
も
あ
っ
た
。
い
ろ

ん
な
思
い
出
を
く
れ
た
道
祖

神
社
に
因
ん
で
会
名
を
「
道

祖
会
」
と
し
た
。

　

同
窓
生
は
平
成
２
年
か
ら

約　

年
間
に
わ
た
り
毎
年
、

２０
春
の
旅
行
、
秋
の
同
窓
会
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
な

か
な
か
紹
介
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
、
春
の

旅
行
と
し
て
飛
騨
高
山
方
面

に
行
っ
た
様
子
を
報
告
し
た

い
と
思
う
。

　

平
成　

年
４
月　

日
、
福

２１

２６

岡
空
港
を
立
ち
、
名
古
屋
の

中
部
国
際
空
港
へ
向
か
っ
た
。
総

勢　

名
で
夫
婦
参
加
者
は
６
組
で

１７
あ
っ
た
。
我
々
も
喜
寿
を
過
ぎ
、

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
行

く
の
は
残
念
だ
が
仕
方
が
な
い
。

し
か
し
、
毎
年
続
い
て
い
る
の
も

大
庭
君
を
は
じ
め
、
世
話
人
の

方
々
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
初
日
が
中
部

国
際
空
港
か
ら
中
仙
道
の
馬
籠
宿

を
見
学
し
て
下
呂
温
泉
泊
ま
り
。

２
日
目
は
高
山
市
内
散
策
か
ら
世

　

我
々
筑
紫
丘
高
校
第
３
回
卒
業

生
は
第
二
次
世
界
大
戦
（
大
東
亜

戦
争
）
末
期
の
昭
和　

年
４
月
、

２０

塩
原
校
舎
（
現
・
九
大
大
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
）
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
福
岡
市
内
の
県
立
中
学

て
い
ま
し
た
。
昭
和　

年
８
月
の

２０

終
戦
を
迎
え
る
ま
で
、
ま
さ
に
一

般
市
民
も
学
生
も
米
英
軍
の
本
土

侵
攻
に
備
え
て
、
目
は
血
走
り
、

中
学
生
（
旧
制
）
も
竹
槍
で
応
戦

す
る
覚
悟
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

筑
中
生
も
豚
皮
の
軍
靴
、 
巻  
脚 

ま
き 
き
ゃ

で
は
修
猷
館
、
福

岡
、
筑
紫
（
現
・

筑
紫
丘
高
校
）
が

一
応
、
名
が
通
っ

 
半 
（
ゲ
ー
ト
ル
）
に
、
校
章
（
中
）

は
んの

入
っ
た
戦
闘
帽
を
か
ぶ
っ
て
市

内
外
か
ら
通
学
。
学
生
の
運
転
す

る
急
行
電
車
（
現
・
西
鉄
天
神
大

牟
田
線
）
の
窓
枠
に
ぶ
ら
下
が
っ

た
り
、
連
結
器
に
ま
た
が
っ
た
り
、

あ
る
い
は
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
の

自
転
車
に
三
人
乗
り
、
と
い
っ
た

具
合
で
し
た
。
福
岡
市
内
在
住
者

は
連
日
連
夜
の
空
襲
警
報
で
、
と

て
も
勉
強
に
打
ち
込
め
る
状
況
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
年
６
月　

日
の
福
岡
大
空

１９

襲
。
真
っ
暗
な
夜
空
に
サ
ー
チ
ラ

イ
ト
に
浮
か
ぶ
B　

爆
撃
機
か
ら

２９

ザ
ー
ッ
と
い
う
音
と
と
も
に
降
り

注
ぐ 
焼  
夷 
弾
で
、
福
岡
市
の
中
心

し
ょ
う 
い

部
は
火
の
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
そ
う
し
た
共
通
体
験
を

中
学
（
旧
制
）
の
三
年
間
、
高
校

（
新
制
）
の
三
年
間
、
当
時
と
し

て
は
立
派
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
校
舎
で
計
六
年
間
を
共
に
過
ご

し
た
学
友
で
、
み
な
さ
ん
た
ち
と

は
一
味
違
っ
た
絆
で
結
ば
れ
て
い

る
の
で
す
。

も
つ
我
々
は
小
学

校
（
国
民
学
校
）

か
ら
男
女
共
学
の

経
験
な
し
。
た
だ
、 　

毎
年
、
同
窓
会
を
開
い
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年　

月　

日
、
西

２１

１０

２０

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
そ
れ
は

〝
喜
寿
〟
の
同
窓
会
で
あ
り
、
城

戸
校
長
、
田
中
同
窓
会
長
に
も
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
十

数
人
が
参
集
し
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

母
校
の
発
展
は
著
し
く
、
出
身

高
校
を
尋
ね
ら
れ
て
も
「
筑
紫
丘

高
校
で
す
タ
イ
」
と
胸
を
張
っ
て

言
え
ま
す
。
文
武
両
道
の
精
神
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、
将
来
の
日
本

を
託
す
こ
と
の
で
き
る
青
年
を
育

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
頑
張
れ
！
筑
紫
丘

高
校
。　
　
（
高
３　

大
庭
清
美
）

　

幼
児
や
児
童
の

虐
待
が
増
え
て
い

る
。
全
国
児
童
相

談
所
が
対
応
し
た

昨
年
度
の
件
数
は

４
万
２
６
６
２
件

で
、
前
年
度
比
２

０
２
３
件
の
増
。

一
貫
し
て
増
加
を

続
け
て
い
る
。
福

岡
市
で
は
３
４
２

件
あ
っ
た
。
虐
待

問
題
は
百
年
河
清

を
待
つ
ほ
ど
難
し
い
の
か
。

　

育
児
の
不
安
か
ら
起
こ
る
親
の

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
ぎ
、
救
う

運
動
を
続
け
よ
う
と
、
大
規
模
な

特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
つ
く
り
、

取
り
組
む
小
児
科
医
が
い
る
。
昭

和　

年
、
中
学　

回
の
松
本
壽
通

２３

１８

さ
ん
（　

）
だ
。

７９

　

虐
待
防
止
の
裾
野
は
広
く
、
福

祉
や
医
療
、
保
険
、
法
律
、
教
育

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
至
る
た

め
、
取
り
組
み
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
。
松
本
さ
ん

は
、
ま
ず
専
門
職
を
集
め
て
事
例

の
検
討
を
重
ね
、　

人
の
弁
護
団

４６

に
医
師
や
保
健
師
、
保
育
士
な
ど

で
支
援
の
体
制
を
つ
く
っ
た
。
さ

ら
に
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
い
、

親
の
援
助
を
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
民
間
団
体
「
ふ
く
お

か
・
こ
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成　

年
に
立
ち
上
げ

１１

た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
同　

年
に
は
N
P
O

１６

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
の
許

可
が
取
れ
て
松
本
さ
ん
は
、
そ
の

代
表
者
に
。

　

ま
た
同
年
末
、
福
岡
国
際
会
議

場
で
開
い
た
学
術
集
会
「
日
本
子

ど
も
の
虐
待
防
止
研
究
会
」
は
、

松
本
さ
ん
が
副
委
員
長
を
務
め
、

九
州
全
域
か
ら
２
千
人
が
集
ま
り
、

盛
会
だ
っ
た
。

　

旧
制
福
高
か
ら
九
州
大
医
学
部

を
出
た
松
本
さ
ん
は
、
米
国
の
小

児
病
院
に
留
学
。
帰
国
後
、
九
州

大
講
師
や
北
九
州
市
立
小
倉
病
院

小
児
科
部
長
を
経
て
、
昭
和　

年
、

４５

西
新
で
小
児
科
医
院
を
開
業
し
た
。

子
ど
も
の
虐
待
を
知
っ
た
の
は
米

国
で
読
ん
だ
論
文
か
ら
で
、
日
本

で
は
、
ま
だ
問
題
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が　

年
前
、
病
院
に
痩

１８

せ
て
目
も
う
つ
ろ
な
２
歳
の
男
児

が
、
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
。

松
本
さ
ん
は
、
こ
れ
が
動
機
で
少

し
で
も
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し

い
と
裸
に
さ
せ
る
。
す
る
と
、
殴

ら
れ
た
り
、
煙
草
を
つ
け
ら
れ
た

火
傷
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

一
般
的
に
親
の
虐
待
は
「
な
つ

か
な
い
の
で
…
」
と
か
「
泣
き
や

ま
ず
腹
が
立
っ
た
」「
疲
れ
て
寝
れ

ず
、
叩
く
と
気
分
が
楽
に
な
っ

た
」
な
ど
、
身
勝
手
な
こ
と
ば
か

り
。
統
計
に
よ
る
と
、
女
性
の　
４０

％
が
、
母
親
に
な
る
前
に
、
乳
児

を
抱
い
て
遊
ぶ
な
ど
の
体
験
が
な

　

原
稿
の
依
頼
を
受
け
、
同
窓
会

事
務
局
に
保
存
さ
れ
て
い
る
卒
業

ア
ル
バ
ム
や
、
周
年
記
念
誌
を
手

に
取
り
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

ル
ー
ツ
を
探
る
と
、
我
が
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
創
部
は
昭
和　

年
。

５２

運
動
部
の
中
で
も
、
一
、
二
を
争

う
若
い
部
活
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
す
で
に
創
部
か
ら

　

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
そ

３０の
間
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い

う
最
大
の
夢
こ
そ
叶
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
多
く
の
O
B
を
送
り
出

し
て
き
た
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
は
、
い
ま

だ
O
B
会
と
い
う
も
の
が
存
在
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
表
現
が
、
的
確
か
ど
う
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
他
の
部
活
動

の
よ
う
な
、
資
金
面
、
人
材
面
で

の
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
O
B
会
は

な
い
と
い
う
意
味
だ
。

　

し
か
し
、
毎
年
お
盆
の
頃
に
な

る
と
、
大
学
生
の
O
B
達
が
中
心

と
な
っ
て
O
B
戦
が
開
か
れ
、
毎

年　

人
近
く
が
集
合
す
る
。

３０

　
　

年
以
上
、
途
切
れ
る
こ
と
な

１５
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
行
事

の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
若
い
O
B
を
中
心
に
、

時
間
の
あ
る
と
き
に
は
、
練
習
の

指
導
に
行
く
な
ど
、
現
役
生
と
の

接
点
が
多
い
の
も
部
の
特
徴
で
あ

る
。

　

昨
年
あ
た
り
か
ら
、
O
B
会
結

成
を
望
む
声
を
多
く
の
O
B
か
ら

聞
く
機
会
が
増
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
現
在
、
O
B
会

結
成
へ
向
け
僅
か
な
が
ら
で
は
あ

る
が
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

も
し
、
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た

ハ
ン
ド
部
O
B
の
方
が
お
ら
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
、
事
務
局
に
ご
連
絡
い

た
だ
き
た
い
。

　

O
B
会
結
成
と
い
う
目
標
と
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
悲
願
。

現
役
生
も
O
B
も
ま
だ
夢
の
途
中

に
い
る
。　 
（
高　
　

前
川
健
太
）

４９

　

卒
業　

周
年
の
我
々
が
幹
事
を

４０

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
恒
例
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
大
き
な
味
方
は
、

同
期
の
渡
邊
芳
之
君
が
、
今
回
の

開
催
地
・
福
岡
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
支
配
人
を
し
て
い
た
こ
と
で

し
た
。
そ
の
渡
邊
君
の
発
案
で
、

先
に
ス
タ
ー
ト
し
た
先
輩
方
が
な

る
べ
く
表
彰
式
で
待
た
な
く
て
良

い
よ
う
に
セ
ミ
・
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
皆
、

朝
７
時
に
集
合
。
大
会
を
良
く
し

よ
う
と
協
力
し
た
こ
と
が
全
員
の

心
の
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
会
は
滞
り
な
く
進
み
ま
し
た
。

表
彰
式
で
の
賞
品
を
提
供
し
て
頂

い
た
O
B
の
皆
様
に
は
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
ご

協
力
が
無
け
れ
ば
、
大
会
は
成
功

し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
。
加
藤
同
窓
会
事
務
局

長
の
献
身
的
な
ご
配
慮
に
も
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
の　

回
生
に

２３

バ
ト
ン
は
渡
し
ま
し
た
。　
（
実
行

委
員
長　

高　
　

江
口
宏
嗣
）

２２

第18回筑中・筑高同窓会ゴルフコンペ成績
備　　考氏　　名順位

ベスグロ篠塚　武久（高16）優勝
中村　恵昭（中18）２
石内　鉄二（高21）３
岩子　律二（高16）４

女性ベスグロ南　　信子（高24）５
帆足　邦彦（高８）６
加藤　　勉（高15）７
西　　秀樹（高23）８
新飼　清司（高８）９
林田　公夫（高16）10

ニアピン　No.２　光安　兼則（高12）　No.７　坂本　清親（高８）
　　　　　No.12　高木　哲夫（高21）　No.16　加納　義紀（高16）
ドラコン　No.６　四島　英毅（高15）　No.18　高木　哲夫（高21）

盛
大
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

O
B
会
を
つ
く
ろ
う　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

子どもの虐待なくせ
小児科医・松本さん尽力

く
、
こ
れ
が
育
児
の
不
安
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
母
親
に
対
し
て
松
本

さ
ん
は
、
医
師
は
母
親
の
気
持
ち

に
な
っ
て
接
す
る
「
受
容
と
共
感

の
気
持
ち
が
大
切
だ
」
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
育
児
不
安
の
母
親
を

テ
ー
マ
に
し
た
論
文
を
多
く
書
い

た
が
、
今
後
も
日
本
医
師
会
で
講

演
す
る
な
ど
、
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
描
く
。

（
中　
　

大
谷
希
幸
）

１８

光
燦
会
の
喜
寿
記
念
同
窓
会

在
籍
６
年
、我
ら
光
燦
会

旧
制
中
か
ら
新
制
高
、深
い
絆

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
展
望
台
で
西
穂

高
岳
千
石
尾
根
を
バ
ッ
ク
に
し
た
一
行

両
親
が
共
働
き
の
た
め
病
院
の
育

児
室
に
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
面

倒
を
見
る
松
本
さ
ん

界
遺
産
の
合
掌
造
り
の
白
川
郷
を

経
て
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
泊
ま
り
。

３
日
目
は
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

か
ら
上
高
地
（
河
童
橋
）
と
残
雪

の
奥
飛
騨
路
を
満
喫
し
た
。

　

地
酒
・
飛
騨
牛
・
五
平
餅
に
舌

鼓
を
う
ち
、
北
ア
ル
プ
ス
の
絶
景

に
皆
で
歓
声
を
あ
げ
た
楽
し
い
２

泊
３
日
の
旅
で
あ
っ
た
。

　

帰
り
に
は
「
ま
た
来
年
も
元
気

で
行
こ
う
や
」
と
別
れ
た
。

（
高
１　

長
田
健
）


